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『
故　
事　
部　
類　
抄
』（
九
）
―
― 
曲
亭
叢
書 
―
―
　
曲
亭
叢
書
研
究
会
凡　
　
例
一　
本
稿
は
、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
「
曲
亭
叢
書
」
所
収
の
、
曲
亭
馬
琴
自
筆
『
故
事
部
類
抄
』（
イ
４　
　
　
　
〜　
）
五
巻
五
冊
を
翻
刻
す
る
も
600
51
55
の
で
あ
る
。
一　
今
回
は
第
五
冊
の
前
半
、「
毛
鱗
部
」
を
翻
刻
し
た
。
一　
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
で
き
る
だ
け
底
本
通
り
と
す
る
こ
と
を
原
則
に
し
た
が
、
便
宜
上
、
以
下
の
諸
点
に
手
を
加
え
た
。
１　
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
た
。
誤
字
・
当
て
字
な
ど
は
そ
の
ま
ま
に
し
、（
マ
マ
）
と
注
し
補
記
し
た
。
た
だ
し
、
印
刷
の
都
合
上
省
略
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
２　
踊
字
の
「
ヒ
」
な
ど
は
、
仮
名
は
「
ゝ
」、
漢
字
は
「
々
」
に
統
一
し
た
。
　
　
送
り
仮
名
の
う
ち
、
次
の
文
字
は
以
下
の
ご
と
く
表
記
し
た
。「 
」
↓
コ
ト
、「 
」
↓
シ
テ
、「 
」
↓
ト
モ
、「
子
」
↓
ネ
。
３　
句
点
・
読
点
・
中
黒
な
ど
は
、
底
本
に
は
原
則
と
し
て
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
適
宜
補
っ
た
。
例
外
的
な
も
の
は
「

」
で
示
し
た
。
連
続
符
「

」
は
省
略
し
た
。
例
、「
如

何
」
↓
「
如
何
」。
４　
濁
点
・
見
セ
消
チ
な
ど
、
明
ら
か
な
誤
記
は
訂
正
し
た
。
翻刻
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『
故　
事　
部　
類　
抄
』（
九
）
―
―
曲
亭
叢
書
―
―
翻刻
５　
本
文
中
の
二
行
割
部
は
、〈　
〉
の
中
に
示
し
た
。
６　
送
り
仮
名
と
ル
ビ
は
、
字
間
を
調
整
し
て
区
別
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
た
が
、
印
刷
の
都
合
上
必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
７　
出
典
原
文
を
省
略
し
た
と
思
わ
れ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
数
文
字
程
度
の
も
の
は
訓
点
を
含
め
て
（　
）
の
中
に
適
宜
補
い
、
長
文
に
わ
た
る
場
合
は
、〔
中
略
〕
記
号
で
示
し
た
。
８　
書
名
、
部
立
て
の
下
に
補
っ
た
（　
）
部
は
、
翻
刻
者
の
注
で
あ
る
。
例
、「（
後
補
表
紙
の
書
題
簽
）」。
９　
本
文
中
の
年
号
表
記
な
ど
、
明
ら
か
な
誤
り
と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
※
を
施
し
、
各
項
末
尾
に
注
し
た
。
　
　
欄
外
書
入
れ
・
貼
紙
な
ど
は
、
＊
を
も
っ
て
そ
の
位
置
を
示
し
、
適
当
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
へ
挿
入
し
た
。
10
　
　
『
日
本
書
紀
』
に
関
し
て
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
本
に
依
拠
し
て
異
同
を
示
し
た
。
そ
の
他
は
解
題
に
ゆ
ず
る
。
11
曲
亭
叢
書
研
究
会
柴　
田　
光　
彦
谷　
脇　
理　
史
雲　
英　
末　
雄
播　
本　
眞　
一
二　
又　
　
　
淳
小　
澤　
笑
理
子
鈴　
木　
絵
里
奈
故
事
部
類
抄
五
止
（
後
補
表
紙
の
書
題
簽
）
毛
鱗
部
（
元
表
紙
二
十
二
）
犬

昔
丹
波
国
桑
田
村
有 
人
。
名
曰 
甕
襲
サ
キ
ニ 
　
　
ニ 
　
　
フ 
ミ
カ
ソ 

則
甕
襲
家
有 
犬
。
ト 
　
　
カ 　
　
ニ

名
曰 
足
　
　
ハ 　
　
フ 
ア
ユ
往キ

是
犬
咋 
山
獣 

名
ト 
　
　
テ 
　
　
ヲ 　
　
ハ
牟
士
那
ム 
シ 
ナ
而　

殺
之
。
則
獣
　
　
シ
テ 
　
　
ノ

腹
有 
　
　
ニ

八
尺
瓊
勾
玉
ヤ 
サ
カ 
ニ
ノ 
マ
カ 
タ
マ

因
以
献
之
。
是
玉
今
有 
石
上
神
宮 

　
　
テ 
　
ツ 
ル 
　
　
ノ 　
　
ハ 
イ
ソ 
ノ 
ノ 
　
　
ニ
日
本
紀
垂
仁
紀
貉　
前
文
馬
誉
田
天
皇
十
五
年
秋
八
月
、
百
済
王
遣 　

　
ラ
ノ 
　
　
シ
テ
阿
直
岐
ア 
チ



キ

貢


良
馬
ヲ 
　
　
ル 
　
キ
二
匹 

即
養 　


於
軽
坂
上




因
以 
阿
直
岐 
令



掌


ツ　
ヲ 
　
　
シ
メ 
玉
フ 
カ
ル 
サ
カ 
ノ　
ノ 
ニ　
 
　
　
テ 
ツ
カ
サ
ト
リ

飼 。　
カ 
ハ
シ
ム
故
号 
其
養 
馬
之
処 

曰 

坂 
也
。
阿
直
岐
亦
能
読 　

　
レ 　
　
テ 
　
　
シ 　
　
ヲ 
　
　
ヲ 
　
　
ト 
　
　
メ
リ

経
典
フ 
ミ

日
本
紀
ヲ
鹿　
誤
入
為


鹿
応
神
天
皇
幸 　
　

淡
路
嶋 
而
　
　
シ
玉
ヒ
テ

遊
猟
之
。
カ 
リ
シ
玉
フ

於
是
、
コ 
ヽ
ニ

天
皇
西
望
　
　
ヲ 
ミ
ソ

之
、　

数　
十　
ナ
ハ
ス
レ
ハ 
ト
ヲ
ア
マ
リ
ノ
麋大
鹿
、
浮 
海
来
之
。
便
入 
于
播
磨
シ
カ 
　
　
テ 　
　
ニ 
マ
ウ
ケ
リ 
　
　
ル

鹿カ
子
水
門 

コ
ノ 
　
　
ニ
（
マ
マ
）
（
マ
マ
）
天
皇
〔
中
略
〕
奇
之
、
則
遣 　


使
令 　

察
。
使
者
至
見
、
皆
人
　
　
ミ 
玉
フ 
マ
タ
シ
テ 　
　
ヲ 　
　
玉
フ 
ツ
カ
ヒ
ヽ
ト 　
　
テ 　
　
レ
ハ
也
。
唯
以


著


争　

鹿
皮

、
ソ
ツ
ケ
ル （
マ
マ
角
） 　　
ノ
為 ス 
ル
衣キ
服 
耳
。
問
曰
、
誰
人
也
。
モ
ノ
ト 
ノ
ミ 
　
　
テ 
ソ
ヤ
対
曰
、
諸
県
君
牛
　
ノ

諸
井
、
（
マ
マ
）

是
年
　
レ

耆オ
之
、
雖 
致　
仕 

不 
得 
忘
イ
テ 
ツ
カ
マ
ツ
ラ
ズ
ト
 
朝
。


故
以 
己
女
髪
長
媛 
而
貢
上
矣
。
天
皇
悦
之
、
即
喚
令 　

ミ
カ
ト
ヲ 　
レ 
　
　
カ 
ム
ス
メ 
　
　
ヲ 
タ
テ
マ
ツ
ル 
玉
フ 
　
　
玉
フ
従 　

御
船 

是
以
、
時
人
号 
（
其
）
著
岸
之
処 

曰 
鹿
子
水
ツ
カ
マ
ツ
ラ 
　
　
ヲ 
　
ノ 
　
　
テ 
　
　
ヲ 
　
ノ
門 
也
。
凡
水
ス
ヘ
テ 
フ
ナ
手コ 
ヲ
曰 
　
　
フ
鹿
子
カ 
コ

蓋
始
起 　

于
是
時 
也
。
ト 
　
　
シ 　
　
メ 　
　
レ
リ 
　
　
ノ 　
　
ニ
日
本
紀
一
説
鹿　
夢
野

昔
有 
一
人 
往 
ñ
　
キ
ニ
ツ


餓 

宿 　
于
野
中 

時
二　

　
　
ニ 
　
　
レ
リ 
　
　
ノ 　
　
ニ 
　
　
ニ 　
ヒ
キ
ノ
鹿
臥 　
カ

傍
。
　
　
セ
リ 　
　
ニ

将
又
鷄
鳴
、
　
タ （
マ
マ
） ア
カ
ツ
キ
ニ

牡ヲ
鹿
謂 
牝
鹿 
曰
、

吾
今
夜
夢
之
、
白
霜
多
降
之
カ　
テ 
　
　
ク 
ラ
ク 
　
キ 
サ
ハ
ニ 
リ

覆 　

　
　
フ
ト
シ
吾ワ
カ
身ミ

是
何
祥
焉
。
牝
ヲ 
　
レ 
サ
カ 
ナ
ラ
ン
メ

鹿
答
曰
、
汝
之
　
シ

出
行
、
ア 
ル
カ
ハ
必
為 
人
　
　
ス

見 
射
而
死
。

即
以 
白
塩 
塗 　
其
身 
如


霜
素


之
応
也
。

　
　
テ 
　
　
ン 
　
　
ヲ 　
　
ル
ハ 
　
　
ノ 　
　
キ 
コ
タ
ヘ
ナ
リ

時
宿　

人
心
裏
異
之
。


未 
及 
昧
爽 

有 
猟
人 
以
射 
牡
　
　
ニ 　
　
レ
ル 
　
　
ノ 
ム　
ヲ 
（
マ
マ
） 
ア
ケ 
ホ
ノ
ニ 
　
　
テ
鹿 
而
殺
。


是
以
、
時
人
　
　
　
ス 
　
　
ヲ 
　
ノ
ニ

曰
、
鳴
牡
鹿
矣
、
隨


相
夢


也
。
　
シ 
カ 
モ 
イ
メ 
ア
ハ 
セ
ノ 
マ
ヽ
ニ
日
本
紀
仁
徳
紀
及
摂
津
風
土
記
鹿
（
仁
徳
天
皇
）
五
十
三
年
、
新
羅
不 
朝
貢 
夏
五
月
、
遣 
上
毛
シ
ラ 
キ
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（
野
）
君
祖
竹
　
　
ノ 
タ
カ
葉
瀬
ハ 
セ

令 
問 
其
闕　
貢 
　


是
道
路
之
間
獲 
ヲ 
ミ
ツ
キ
奉
ラ
ヌ
コ
ト
ヲ 　
　
ノ 
　
　
ニ 　
　
ツ
白
鹿 
乃
還
之
献 
于
天
皇 
仁
徳
紀
　
　
テ 
　
　
ル
猪　
見


皇
后
門


狼　


天
国
排
開
広
庭
天
皇　
欽
明　
幼　

時
、
夢　
　

有 
人
云
、

天
皇
ア
メ
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ラ
キ 
　
ノ 
ワ
カ
イ 
イ
メ
シ
玉
ハ
ク 
　
　
サ
ク

寵 メ

愛ク　
　

秦
大
津
ミ
玉
ハ
 ヽ　
ノ

父　
者
チ 
ト
云
 

及 
壮　
大 

必
ヲ 
　
　
テ 
ヲ
ト
コ
サ
カ
リ
ニ 
　
　
ス
有 　
シ 
ラ
セ
ム
天
下 

　
カ 　
　
ヲ
寐サ

驚　
　
メ 
玉
ヒ
テ
遣 
使
普
求
、


得 
自 
山
背
国
紀
伊


郡
深
草
里 

姓
字
　
　
ク 　
　
レ
ハ 　
　
ツ 
カ
ハ
ネ
ナ

果　

如


所
夢

。
於
是
、

　
　
シ
テ 　
　
シ 
ミ
ソ
ナ
ハ
ス
カ
所
喜　
　
ヨ
ロ
コ
ヒ
玉
フ
遍
　
身
、
ミ 
チ
テ　
　
ニ

歎 　
ホ 
メ
玉
フ
未
曾　
夢 

メ
ツ 　
　
シ
キ 
イ
メ
ト
乃
告
之
曰
、
汝
テ 
　
シ
有
　
ア
何
事 

答
云
、

無
也
。

但
臣
向 　

伊
勢 

リ
シ 
　
　
カ 
　
　
テ 　
　
ク 
コ
ト
モ
ナ
シ 
ヤ
ツ
カ 
マ
カ
リ
テ 
　
　
ニ

商
価
来
還
ア
キ
ナ
ヒ
テ 
マ
ウ 
、 　
ク
ル
ト
キ
山
逢 　


二
狼 
相
闘
汚
　
　
ニ 　
　
リ
キ 　
　
ノ 　
　
ニ 　
　
ヒ 　
　
テ
 　
ヌ 
レ
タ
リ
血
。
乃
下 
馬　

　
　
テ 　
　
ヨ
リ

洗 
漱　

口
手 

祈
請　

曰
、
汝　


是
貴　

神
、
而
楽　

麁　
行
。
　
　
シ 
ス
ヽ
キ
テ 
　
　
ヲ 
　
ノ 　
　
ミ
テ 
　
シ
ハ 　
レ 
カ
シ
コ
キ 　
　
ニ 
シ
テ 
コ
ノ
ム
テ 
ア
ラ
キ
ワ
サ
ス

儻　モ
シ
逢 
猟
士 

見 　

　
　
ハ 
カ
リ 
ヒ
ト
ニ 
　
　
ン
コ
ト
禽　ト
尤
速
。
ラ

乃
抑 
止
相
闘 

拭 
　
　
ケ
ン 
　
シ 
　
　
テ 
　
　
ヲ 
　
　
ヒ
洗 　
ヌ 
レ
タ
ル

血
毛 

遂
　
　
ニ 　
　
ヲ 
　
　
ニ
遣
放
之
ユ 
ル 
シ
テ
、
倶
令


全 　
命
。
天
皇
曰
、
必
此
報　

　
　
ニ 
　
　
カ
ラ 
　
　
ス 　
　
ノ 
コ
タ
ヘ
也
。

乃
令 
近
侍 

優
寵　
　
　


日
新
。
大
致 
饒
富 

及 
至 
ナ
ラ
ン 
ア
ツ
ク 
メ
ク
ミ
玉
フ
コ
ト 
ヒ
ヽ
ニ 
　
　
ニ 
ニ
キ
ハ
ヒ
ヲ

踐　
　
　
祚 

ア
マ
ツ
ヒ
ツ
キ
シ
ロ
シ
メ
ス
拝 　
　
マ 
ケ
タ
マ
フ
大
蔵
省 

欽
明
紀
　
ノ 
ツ
カ
サ
ニ
虎　
見


性
行
勇
敢
門


犬
○陰
（
マ
マ
）
（
マ
マ
忻
）
守
屋
大
連
資
人
捕
鳥
部
万
已
被 
誅
矣
。
河
内
国
司
、
即
依 
ツ
カ
ヒ
ヽ
ト 
　
ノ 　
ツ 　
　
ニ 　
　
ヌ 
コ
ロ 
　
ノ 　
ノ 
コ
ト
モ
チ
符　


旨 

臨 
ヲ
シ
テ 
フ
ミ
ニ 
　
　
テ
斬
梟　
　
キ 
リ

時 

雷
鳴
大
雨
。
ク
シ
サ
セ
ル 　
　
ニ 
　
　
リ 
ヒ
タ 
サ
メ
フ
ル
爰
（
有
）
　
　
ニ




万
　
　
カ
養カ　

ヘ
ル

白
犬


。
俯
仰
廻 
　
キ 
　
　
シ 　
　
テ 　
　
リ
吠ホ
於
其
屍
側 

遂
]
ヘ 
　
　
ノ 　
　
ニ 
　
　
ニ　
　
テ


挙 
頭
、
收


置
　
　
ケ 　
　
ヲ 
　
　
メ 
　
　
キ

古
冢 

横
臥 
枕
側 

飢 
死
於
前 

河
内
国
司
、
尤 
異　

其
　
ノ 　
　
ニ 
　
　
ニ 　
　
テ 　
　
ノ 　
　
ニ 
　
　
ヌ 
　
　
ニ 
　
ノ 　
ノ 
ト
カ
メ 
ア
ヤ
シ
テ

犬 

牒 
　
　
ヲ 
マ
ウ
シ
上ア
朝
ク 
ミ
カ
庭ト

々
々
ニ

哀
不
忍
聴
。　
イ 
ト 
ヲ

下


符　

シ
カ
リ
玉
ヒ
テ 　
　
テ 
ヲ
シ
テ
ヲ
称　ホ
メ
テ
曰
、
此
ノ
犬
世
所 
　
　
ニ

希
聞 

可 
観 
メ
ツ 
ラ 
シ
キ
シ
メ
ツ

於
後 

須 
使 
万
族 

作 　
墓
而
　
　
ニ 
　
　
ク 
　
　
カ 
ヤ
カ
ラ
ヲ 　
　
セ
テ 　
　
ヲ

葬オ

由 
是
、
万
族
双 
起
墓
於
ク 
　
　
カ 
　
　
ヘ 　
　
テ 　
　
ヲ

有
真
香
ア
リ 
マ 
カ
ノ
邑 

　
　
ニ
葬ヲ 
万
ク

与
犬 　
ト
焉
。
　
　
ト
ヲ
用
明
紀
山
豬
崇
峻
天
皇
五
年
冬
十
月
、
有 
献 
山
猪 

天
皇
指


猪
詔　

曰
、
　
　
ル 
ヰ
ノ
シ
ヽ
ヲ 
　
　
ヲ 　
　
シ
テ

何　

時
如 
断 
此
猪
之
頸 

断 
朕
所
嫌
之
人 
〔
中
略
〕
蘇
　
　
レ
ノ 　
　
カ 
　
　
カ 
　
　
ヲ 
　
　
ン 　
　
カ 
ネ
タ
マ
シ
ト
オ
モ
フ 　
　
ヲ
我
馬
子
宿
、
聞 

（
天
皇
）
所 

詔
、
恐 
嫌 　
　

於
己 

招 
　
　
ル
ヽ
コ
ト
ヲ 
　
　
ヲ 
　
　
キ

聚　

儻
者 

謀 
　
　
メ
テ 
ヤ
カ
ラ 
ヒ
ト
ヲ 
　
　
ル
弑 　
　
　
　
　
シ
天
皇 

日
本
紀
セ
マ
セ
マ
ツ
ラ
ン
コ
ト
ヲ 
　
　
ヲ
鹿
推
古
天
皇
六
年
冬
十
月
、
越
国
献 
白
鹿
一
頭 

日
本
紀
　
　
ル 　
キ 
カ
セ
キ 
　
　
ヲ
馬
推
古
（
天
皇
）
七
年
秋
九
月
、
百
済
貢 
駱
駝
一
匹
・
驢
一

匹
・
羊
ウ
サ
キ
ウ
マ
（
マ
マ
）
（
マ
マ
）
45
 
『
故　
事　
部　
類　
抄
』（
九
）
―
―
曲
亭
叢
書
―
―
翻刻
二
頭 
（
日
本
書
紀
）
　
　
ヲ
羊　
見 
前
猿
皇
極
天
皇
（
三
年
）
夏
六
月
、
志
紀
上
郡
言
、

有 
人
、
於 
三
輪
シ
キ
ノ
カ
ム
ノ 
　
　
ス
山 

見 
猿
昼
睡 

窃
執 　

其
臂 

不 
害 　

其
身 
猿
猶
合
　
　
ル 　
　
ノ 
　
　
ヲ 
　
　
ニ 
ト
ラ
ヘ
テ 
　
　
ヲ 
ソ
コ
ナ
ハ 
メ
ヒ

眼　

歌
曰
、
シ　
キ
テ 　
　
テ

武
舸
都
烏
爾
、
ム 
カ 
ツ 
ヲ 
ニ

陀
底

　
制
羅
我　

云
云
。〔
中
略
〕
其
タ 
テ 
ル 
セ 
ラ 
カ 
ニ
人
驚



怪
猿
歌 

放
捨
而
　
　
テ 　
　
ノ 　
　
ニ 
　
ス 
テ
テ
去
。
ユ
ク

此
是
、
経 
歴
数　

年 

上
　
レ
ハ 
　
ヘ 
　
　
テ 
ア
マ
タ
ノ 　
　
ヲ 
カ
ム
宮
王
等
、
ミ
コ 
タ
チ
ノ

為 
蘇
我
鞍
作 

囲 　

於
　
ノ 
　
　
ノ 
　
　
レ
玉
フ

膽イ
駒
山 
之
兆
也
。

日
本
紀
コ
マ 　
　
ニ 
シ
ル
シ
ナ
リ
猿
皇
極
天
皇
四
年
春
正
月
、
或
於



　
　
ハ
阜
嶺


、
ヲ 
タ
ケ
或
於



河
辺

、
或
　
　
ハ 
　
ノ 　
　
リ
於


宮
寺
之
間

、
遥
見
有 
物
。
而
聴 　

猿
ミ
ヤ 
テ
ラ 
ノ 
　
　
ニ 
　
　
ニ 　
　
ニ 
キ
コ
ユ
　
（
マ
マ
猴
）ノ


吟 
　

或
一
十
サ
マ
ヨ
フ
ヲ
ト 　
　
ハ
許
、


或
二
十
許
。
就
而
視
之
、
物
便
不 
見
、
尚
聞 
鳴
ハ
カ
リ 
　
　
ハ 
テ 
レ
ハ

　ナ
リ


嘯
之
ウ
ソ
ム

響 
不 
能



（
獲 
）
視 
覩　
　

其
身 

〈
旧
本
云
、
是
歳
、
移



京
ヲ
ト 
　
　
ル
コ
ト 
　
　
ヲ
於
難
波


。
而
板
蓋
宮
為



墟
之
兆
也
〉。
時
人
曰
、
此
是
、
伊
勢
大
　
　
ノ 
　
レ
ハ
神
之
使　

也
。（
日
本
書
紀
）
ミ
ツ
カ
ヒ 
ナ
リ
虎
皇
極
（
天
皇
）
四
年
夏
四
月
、
高
麗　
コ 
マ
ノ

学
問
僧
等
言
、
同
学
鞍
作
得
ホ
ウ
シ
ラ 　
　
ス 
ト
モ 
ヒ
ト 
　
ノ
志
、
以 
虎
為 
友
、
学
取 　

其
術 

或
使 

枯
山
　

　
　
テ 　
　
レ
リ 
ハ
ケ
ヲ 
カ
ラ 　
　
ヲ
シ
テ
変　カ 
ヘ
テ
為ナ 
青
ラ
山 
或
使シ 

黄
地



変
為 
白
水 

種
々

　
ム 
　
　
ヲ
シ
テ 　
　
テ 
ク
サ
ノ
奇
術
、
不 
可 
殫
ミ
ハ
ケ 
ツ
ク
シ

究 

又
虎
授 
其
針 
曰
、
愼
矣
愼
矣
、
勿　
令　
人

。
　
　
ム 
　
　
テ 
メ 
メ 
ナ
ヒ
ト
ニ
ヲ
シ
ヘ
ソ

知 
以 
此
治
　
　
ン 
　
　
ヲ

之
、
病
無 
不 
愈
。
果　

如 
所 
言
、


治
無 
不 
差
。

得
志
、
ハ 
　
　
ヲ 
　
　
シ
テ 
　
　
フ 
　
　
ニ 
　
　
エ

恒
以 
其
針 
隠 
置　

柱
中 

　
　
ニ 
　
　
ヲ 　
　
シ 　
　
ケ
リ 　
　
ノ 　
　
ニ
於
後
、
ノ 
チ
虎
ニ

折
　
ホ 
リ
テ
其
柱 

取 
針
　
　
ヲ 
　
　
ヲ

走
去
ニ
。
ケ　
ル

高
麗
国
、
知 　

得
志
欲 
帰　

之
意 

与 
毒

殺
之
。
　
ノ 
　
　
リ
テ 
　
　
カ 　
　
ル 　
　
ン
ト 
コ
ヽ
ロ
ヲ 　
　
テ 
ア
シ
モ
ノ
ヲ 
シ
ヌ
日
本
紀
狐
斉
明
天
皇
三
年
秋
九
月
、
石
見
国
言
、
白
狐
見
。
日
本
紀
（
狐
）
斉
明
（
天
皇
）
五
年
、
命 　
　

出
雲
国
造 

〈
闕


名
〉
修 　

厳　

ノ
リ
コ
ト
シ
テ 
　
ノ 
ツ
コ
ニ 
ツ
ク
ラ
シ
ム 
イ
ツ
ク
シ

神
之
宮 

狐
] 
断
於
友
郡
役
丁
所


ノ 
　
　
ヲ 
　
　
テ 
　
　
ノ 
エ
ヨ 
ロ
ホ
ノ
執　

[
ト 
レ
ル　
　
ノ
末 
而
　
　
ヲ

去
。
イ
又
ヌ
狗
] 
置
死
人
手
臂
於
言
屋
社 

日
本
紀
　
　
リ 
タ
ヽ
ム
キ 
ヲ 
イ
フ 
ヤ
ノ 　
　
ニ
鼠
天
智
天
皇
元
年
夏
四
月
、
鼠
産 
於
馬
尾 

釈
道
顕
占
曰
、
北
国
コ
ウ
ム 
　
　
ノ 　
　
ニ 
　
ノ 
　
　
テ
之
人
、
将 
附 
南
国 

蓋
高
麗
破
、

而
　
　
ニ 
　
　
ニ 
　
　
テ

属 
ツ 
ク
日
本 
　
　
ニ
乎
。
日
本
紀
カ
鹿
（
マ
マ
）
（
マ
マ
）

―　　―46
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天
智
（
天
皇
）
十
年
夏
四
月
、
筑
紫
言
、


八
足
之
鹿
、
生
而
即
死
。

　
　
ス 
　
　
ツ 　
　
ア
ル 
　
　
テ 
　
　
ス
日
本
紀
麟
天
武
（
天
皇
）
九
年
春
正
月
、
有



人
云
、
得 
麟　
角
於
[
城
※（
マ
マ
） 
＊
鹿
イ
ノ 　
　
ヲ

山 
（
其
）
角
本
二
枝
而
末
合
有 
宍
。
々
上
有 
毛
。
々
長
　
　
ニ 
　
ノ 　
　
ハ 
マ
タ
ニ 
シ
テ 
　
　
テ 
ニ
ク 
　
　
ノ 
　
　
ノ 　
　
サ
一
寸
。
則
異
以
献
之
。
蓋
　
麟　
　
　
テ 
　
　
ル


（
マ
マ
）
角
ノ

歟
。
日
本
紀
カ
※
二
月
の
誤
り
。
＊
麟
の
注
記
に
「
鹿
イ
」
と
あ
る
。
牛
天
武
（
天
皇
）
十
三
年
冬
十
一
月
、
丹
波
国
氷
上
郡
言
、

有 
十
　
　
ス

二
角　

犢 

日
本
紀
　
　
ノ 　
　
ア
ル 
ウ
シ
ノ
コ牛
正
暦
五
年
の
夏
の
こ
ろ
、
源
頼
光
朝
臣
、
四
天
王
の
人
々
を
召
具
し
鞍
馬
へ
参
る
と
て
、
市
原
野
を
通
り
給
ひ
け
る
に
、
牧
の
牛
と
も
多
く
群
り
居
た
り
し
を
、
渡
辺
綱
何
心
な
く
見
た
り
し
に
、
正
し
く
死
た
る
牛
の
時
々
揺
く
様
に
見
え
た
る
を
怪
し
思
ひ
け
れ
ハ
、
わ
か
心
の
疑
ひ
に
も
や
と
、
尚
も
目
を
放
す
ま
も
り
居
た
る
に
、
ñ
角
心
に
落
さ
り
け
れ
ハ
、
弓
矢
と
り
寄
打
番
ひ
、
彼
牛
を
射
た
り
し
に
、
此
牛
む
く
と
起
上
る
よ
と
見
え
た
り
し
が
、
腹
の
中
よ
り
鬼
同
丸
つ
と
現
れ
出
、
輙
く
も
見
あ
ら
ハ
さ
れ
し
こ
と
の
口
惜
さ
よ
と
、
匍
て
頼
光
を
目
か
け
て
走
向
ふ
。
四
天
王
の
人
々
、
驚
破
癖
者
よ
と
、
懸
隔 
た
り
け
れ
共
、
“
抜 
近
付
て
馬
よ
り
引
下
し
進
ん
と
飛
か
ゝ
る
を
、
頼
光
些
と
も
騒
給
ハ
す
、
太
刀
を
抜
て
薙
給
へ
ハ
首
忽
地
に
落
ぬ
。
前
太
平
記
＊
冒
頭
部
「
正
暦
五
年
…
…
給
ひ
け
る
に
」
に
、
墨
で
塗
り
消
そ
う
と
し
た
痕
跡
が
あ
る
。
＊
最
終
部
「
薙
給
へ
ハ
…
…
前
太
平
記
」
の
右
に
、
次
の
書
込
み
が
あ
る
。
　
鬼
同
丸
が
首
を
打
お
と
し
給
ひ
ぬ
。
そ
の
首
頼
光
の
馬
の

　
　
に
く
ら
ひ
ム
ナ
カ
ヒ
付
て
死
し
た
り
け
る
。
＊
（
貼
紙
）
正
暦
五
年
の
夏
の
こ
ろ
ほ
ひ
、
源
頼
光
、
舎
弟
頼
信
の
第
宅
に
赴
き
、
に
一
人
の
曲
も
の
を
縛
置
た
る
を
見
て
、
彼
何
者
そ
と
問
給
ふ
。
信
頼
こ
た
へ
て
、
狡
童
鬼
同
丸
な
り
と
申
さ
る
。
頼
光
聞
（
マ
マ
）
給
ひ
て
、
ケ
や
う
の
剛
の
者
を
如


此
の
い
ま
し
め
に
て
ハ
詮
な
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か
る
へ
し
と
宣
ひ
け
れ
ハ
、
頼
信
さ
る
事
な
り
と
て
、
鉄
の
を
以
て
つ
よ
く
い
ま
し
め
さ
せ
給
ひ
、
鬼
同
丸
こ
れ
全
く
頼
光
の
所
為
な
り
と
ふ
か
く
恨
ミ
、
そ
の
夜
密
に
い
ま
し
め
の
縄
を
踏
切
て
逐
電
す
。
そ
の
次
の
日
、
頼
光
鞍
馬
へ
詣
給
ふ
へ
し
と
、
四
天
王
の
人
々
を
倶
せ
ら
れ
市
原
野
を
過
給
ふ
時
、
牧
の
牛
多
く
群
り
居
た
り
し
を
＊
右
の
貼
紙
の
文
章
「
…
居
た
り
し
を
」
は
、「
匍
て
頼
光
を
…
」
に
続
く
。
鼬　
○
見


卜
筮
門


馬
三
位
入
道
頼
政
の
嫡
子
伊
豆
守
仲
綱
の
も
と
に
、
九
重
に
聞
え
た
る
名
馬
有
。
か
け
な
る
馬
の
双
な
き
逸
物
に
て
、
名
を
ハ
木
の
下
と
ぞ
い
ハ
れ
け
る
。
宗
盛
の
h
、
使
者
を
立
て
、
こ
の
名
馬
を
乞
れ
け
れ
ハ
、
仲
綱
の
返
事
に
、
此
程
あ
ま
り
に
乗
つ
か
ら
か
し
て
候
程
に
、
し
ハ
ら
く
い
た
ハ
ら
ん
為
に
、
田
舎
へ
つ
か
ハ
し
て
候
と
申
さ
れ
け
れ
ハ
、
さ
ら
ん
に
ハ
力
お
よ
ハ
ず
と
て
、
其
後
ハ
さ
た
な
か
り
け
る
が
、
平
家
の
侍
共
、
あ
つ
は
れ
、
其
馬
ハ
お
と
ゝ
ひ
も
候
ひ
し
、
き
の
ふ
も
見
て
候
な
ど
申
け
れ
ハ
、
扨
ハ
を
し
む
こ
さ
ん
な
れ
、
に
く
し
、
乞
と
、
侍
し
て
は
せ
さ
せ
、
文
な
と
し
て
、
一
時
が
中
に
ハ
五
六
度
七
八
度
こ
そ
こ
ハ
れ
け
れ
。
三
位
入
道
是
を
き
ゝ
、
た
と
ひ
金
を
も
つ
て
丸
た
る
馬
な
り
共
、
そ
れ
程
人
の
乞
す
る
に
惜
へ
き
や
う
や
有
。
其
馬
す
ミ
や
か
に
六
は
ら
へ
遣
せ
と
こ
そ
宣
ひ
け
れ
。
伊
豆
守
ち
か
ら
及
ず
、
一
首
の
歌
を
書
そ
へ
、
六
原
へ
つ
か
ハ
さ
る
。
恋
し
く
ハ
き
て
も
見
よ
か
し
身
に
添
る
か
げ
を
ハ
い
か
ゞ
は
な
ち
や
る
べ
き
宗
盛
の
h
、
ま
つ
歌
の
返
事
を
ハ
し
給
ハ
で
、
あ
つ
は
れ
馬
や
、
さ
れ
共
あ
ま
り
に
惜
つ
る
か
に
く
さ
に
、
主
か
名
の
り
を
か
な
や
き
に
せ
よ
と
て
、
仲
つ
な
と
い
ふ
鉄
焼
し
て
、
馬
屋
に
こ
そ
立
ら
れ
け
れ
。
客
人
来
て
、
聞
え
候
名
馬
を
見
候
ば
や
と
と
申
け
れ
ハ
、
（
マ
マ
）
其
仲
つ
な
め
に
く
ら
お
け
、
引
出
せ
、
の
れ
、
う
て
、
は
れ
、
な
ん
と
宣
ひ
け
る
。
伊
豆
守
此
よ
し
を
つ
た
（
へ
）
聞
給
ひ
て
、
安
か
ら
ぬ
馬
か
な
と
い
き
と
ほ
ら
れ
け
れ
ハ
、
三
位
入
道
も
平
家
の
人
共
に
、
か
や
う
に
あ
な
と
ら
れ
、
命
い
き
て
も
何
か
ハ
せ
ん
と
、
に
ハ
か
に
高
倉
の
宮
を
す
ゝ
め
奉
り
、
平
家
を
か
た
ふ
け
ん
と
て
、
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一
族
郎
等
三
百
よ
き
、
治
承
四
年
五
月
十
六
日
の
夜
に
入
て
、
た
ち
に
火
を
か
け
、
三
井
寺
へ
こ
そ
参
ら
れ
け
り
。
爰
に
三
位
入
道
の
年
頃
の
侍
に
、
渡
辺
源
三
競
の
瀧
口
と
い
ふ
者
、
は
せ
お
く
れ
て
と
ゝ
ま
り
け
る
を
、
六
は
ら
へ
め
し
て
、
な
ど
汝
ハ
相
伝
の
主
三
位
入
道
か
供
ハ
せ
で
、
と
ゝ
ま
つ
た
る
ぞ
と
の
給
へ
ハ
、
競
畏
て
申
け
る
は
、
日
頃
ハ
し
せ
ん
の
事
も
候
ハ
ヽ
、
ま
つ
先
か
け
て
命
を
奉
ら
う
と
こ
そ
存
せ
し
が
、
今
度
ハ
い
か
ゝ
候
つ
る
や
ら
ん
、
か
く
共
し
ら
せ
ら
れ
さ
り
づ
る
間
、
と
ゝ
ま
つ
て
候
と
申
す
。
宗
盛
h
、
是
に
も
兼
参
の
も
の
そ
か
し
、
せ
ん
と
後
栄
を
存
し
、
当
家
に
付
て
奉
公
せ
う
と
や
思
ふ
、
又
朝
敵
の
頼
政
法
師
に
同
心
せ
ん
と
や
思
ふ
、
有
の
ま
ゝ
に
申
せ
と
こ
そ
宣
ひ
け
れ
。
競
涙
を
は
ら 
と
な
が
い
て
、
た
と
ひ
相
伝
の
よ
し
ミ
候
と
も
、
い
か
て
か
朝
敵
と
な
れ
る
人
に
同
心
を
ハ
仕
り
候
へ
き
、
只
殿
中
に
奉
公
い
た
さ
う
ず
る
候
と
申
。
大
将
、
さ
ら
ハ
奉
公
せ
よ
と
て
入
給
ひ
ぬ
。
朝
よ
り
夕
に
及
ま
て
、
き
を
ほ
ハ
有
か
、
候
、
有
か
、
候
と
て
し
か
う
す
。
日
も
や
う 
く
れ
け
れ
ハ
、
大
将
出
ら
れ
た
り
。
競
畏
て
申
け
る
ハ
、
誠
や
三
位
入
道
ハ
三
井
寺
に
と
聞
え
候
、
罷
り
向
て
え
り
打
な
ど
も
仕
へ
き
、
さ
る
馬
を
も
ち
て
候
ひ
し
を
、
此
程
し
た
し
い
や
つ
め
に
ぬ
す
ま
れ
て
候
。
御
馬
一
疋
下
し
預
り
候
ハ
ヽ
や
と
申
け
れ
。
大
将
尤
さ
る
べ
し
と
て
、
白
あ
し
げ
な
る
馬
の
な
ん
れ
う
南
亦
暖
廷
に
作
る
と
て
ひ
さ
う
せ
ら
れ
た
り
け
る
に
、
よ
い
く
ら
置
て
き
ほ
ふ
に
た
ぶ
。
競
こ
の
馬
に
打
乗
、
三
井
寺
へ
は
せ
行
。
頼
政
の
陣
へ
つ
と
参
り
て
、
伊
豆
守
殿
の
木
の
下
が
代
に
、
六
は
ら
の
な
ん
れ
う
を
こ
そ
取
て
参
り
て
候
へ
と
て
奉
る
。
仲
つ
な
な
の
め
な
ら
ず
悦
び
、
鬣
尾
か
ミ
を
き
り
、
金
や
き
を
し
て
、
其
夜
六
は
ら
へ
遣
さ
る
。
夜
半
斗
に
門
の
内
へ
追
入
た
り
け
れ
ハ
、
馬
屋
に
入
て
馬
共
と
く
ひ
合
け
れ
ハ
、
其
時
と
ね
り
と
も
お
と
ろ
き
合
、
な
ん
れ
う
か
参
り
て
候
と
申
。
宗
盛
h
い
そ
き
出
て
見
給
ふ
に
、
む
か
し
ハ
な
ん
れ
う
、
今
ハ
平
宗
盛
と
い
ふ
金
や
き
を
こ
そ
し
た
り
け
れ
。
大
将
、
に
く
い
競
め
を
き
つ
て
す
つ
へ
か
り
け
る
物
を
、
手
の
び
に
し
て
謀
れ
ぬ
る
事
こ
そ
安
か
ら
ね
と
、
お
と
り
上 
怒
ら
れ
け
れ
共
、
な
ん
れ
う
が
尾
か
ミ
も
お
ひ
ず
、
金
や
き
も
又
う
せ
さ
り
け
り
。
平
家
物
語
馬
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入
道
相
国
〈
清
盛
〉
一
の
御
馬
や
に
立
て
、
と
ね
り
あ
ま
た
付
て
、
朝
夕
な
て
か
ハ
れ
た
り
け
る
馬
の
尾
に
、
鼠
一
夜
の
う
ち
に
す
を
く
ひ
、
子
を
ぞ
う
ん
た
り
け
る
。
是
た
ゝ
事
に
あ
ら
ず
、
御
卜
有
べ
し
と
て
、
神
祇
官
に
し
て
御
う
ら
有
。
お
も
き
御
つ
ゝ
し
ミ
と
う
ら
な
ひ
申
す
。
此
馬
ハ
さ
か
ミ
の
国
の
住
人
大
庭
三
郎
景
親
か
、
東
八
か
こ
く
一
の
馬
と
て
、
入
道
相
国
に
参
ら
せ
た
り
け
る
と
か
や
。
黒
き
馬
の
ひ
た
い
の
少
し
白
か
り
け
れ
ハ
、
名
を
ハ
も
ち
月
と
そ
い
ハ
れ
け
る
。
陰
陽
頭
安
陪
泰
親
う
け
給
ハ
つ
て
て
け
り
。
（
マ
マ
）
む
か
し
天
智
天
皇
の
御
宇
云
々
。
平
家
物
語
馬
鎌
倉
殿
に
ハ
、
い
け
す
き
・
す
る
す
ミ
と
て
聞
馬
名
馬
け
り
。
木
（
マ
マ
）
曾
追
誅
の
時
〈
寿
永
三
年
正
月
〉
い
け
ず
き
〈
後
太
平
記
作


生




〉
を
ハ
、
梶
原
源
太
景
季
し
き
り
に
所
望
申
け
れ
共
、
是
ハ
し
ぜ
ん
の
事
あ
ら
ん
時
、
頼
朝
が
物
の
具
し
て
乗
へ
き
馬
也
。
是
も
お
と
ら
ぬ
名
馬
そ
と
て
、
梶
原
に
ハ
す
る
す
ミ
〈
盛
衰
記
作


磨
墨


〉
を
こ
そ
給
て
け
れ
。
其
後
佐
々
木
四
郎
の
御
い
と
ま
申
に
参
ら
れ
た
る
に
、
か
ま
く
ら
殿
い
か
ゝ
思
れ
け
ん
、
い
け
す
き
を
は
佐
々
木
に
た
ぶ
。〔
中
略
〕
そ
の
ゝ
ち
鎌
倉
を
立
て
、
景
季
、
う
き
嶋
か
原
に
て
、
此
い
け
す
き
を
引
て
通
る
を
見
て
、
是
ハ
誰
か
御
馬
そ
と
問
へ
ハ
、
さ
ゝ
木
殿
の
馬
と
申
。
佐
々
木
ハ
三
郎
か
四
郎
か
。
四
郎
殿
の
御
馬
候
と
て
、
牽
と
ほ
す
。
か
ち
原
、
や
す
か
ら
ぬ
事
也
、
同
や
う
に
召
つ
か
ハ
る
ゝ
景
季
を
、
さ
ゝ
木
に
思
召
か
へ
ら
れ
け
る
社
、
遺
恨
の
次
第
な
れ
、
今
度
都
へ
上
り
、
木
曾
殿
の
御
内
に
し
か
る
へ
き
人
と
組
て
死
る
か
、
し
か
ら
す
ん
ハ
西
海
へ
む
か
つ
て
、
一
人
当
千
と
聞
ゆ
る
平
家
の
侍
共
、
い
く
さ
し
て
死
な
ん
と
こ
そ
思
ひ
し
に
、
御
き
し
よ
く
で
ハ
そ
れ
も
せ
ん
な
し
、
せ
ん
す
る
所
、
爰
に
て
佐
々
木
を
待
う
け
引
く
ミ
さ
し
ち
が
へ
、
よ
き
侍
二
人
死
て
、
か
ま
く
ら
殿
に
損
と
ら
せ
奉
ら
ん
と
、
つ
ぶ
や
き
て
こ
そ
待
か
け
た
れ
。
さ
ゝ
木
何
心
も
な
う
あ
ゆ
ま
せ
て
出
来
た
り
。
か
ぢ
原
、
お
し
な
ら
へ
て
や
く
ま
ん
、
向
ふ
さ
ま
に
あ
て
や
お
と
す
べ
き
と
思
ひ
け
る
が
、
ま
つ
こ
と
ハ
を
そ
か
け
ゝ
る
。
い
か
に
佐
々
木
殿
ハ
、
い
け
す
き
を
給
ら
せ
給
ひ
て
上
ら
せ
給
ふ
な
と
い
ひ
け
れ
ハ
、
さ
ゝ
木
、
あ
つ
は
れ
、
此
仁
も
内
々
所
望
申
つ
る
と
聞
し
物
を
と
思
ひ
、
左
候
へ
ハ
、
今
度
此
大
―　　―50
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御
事
に
ま
か
り
上
り
候
が
、
さ
た
め
て
宇
治
・
瀬
田
の
橋
を
や
引
た
る
ら
ん
、
乗
て
河
を
わ
た
す
へ
き
馬
ハ
な
し
、
い
け
す
き
を
申
サ
ば
や
と
存
つ
れ
共
、
御
辺
の
申
さ
せ
給
ふ
た
に
、
御
ゆ
る
さ
れ
な
き
と
承
て
、
ま
し
て
高
綱
な
と
か
申
共
よ
も
給
ら
し
と
思
ひ
、
後
日
に
い
か
な
る
御
勘
当
も
有
ハ
あ
れ
と
存
つ
ゝ
、
あ
か
つ
き
立
ん
と
て
の
夜
、
と
ね
り
に
心
を
あ
ハ
せ
て
、
さ
し
も
御
ひ
さ
う
の
い
け
す
き
を
盗
す
ま
し
て
、
上
り
さ
う
ハ
い
か
に
、
梶
原
殿
と
い
ひ
け
れ
ハ
、
梶
ハ
ら
此
こ
と
ば
に
は
ら
が
ゐ
て
、
ね
つ
た
い
、
さ
ら
ハ
景
季
も
ぬ
す
む
へ
か
り
け
る
物
を
と
て
、
と
つ
と
笑
ふ
て
そ
の
き
に
け
る
。
佐
々
木
四
郎
の
賜
ら
れ
た
り
け
る
御
馬
ハ
、
く
ろ
く
り
げ
な
る
馬
の
、
き
ハ
め
て
ふ
と
う
た
く
ま
し
き
か
、
馬
を
も
人
を
も
あ
た
り
を
は
ら
つ
て
く
ひ
け
れ
ハ
、
い
け
す
き
と
ハ
付
ら
れ
た
り
。
八
寸
の
馬
と
そ
聞
え
し
。
か
ち
原
か
賜
つ
た
る
御
馬
も
き
ハ
め
て
ふ
と
う
た
く
ま
し
き
が
、
ま
こ
と
に
黒
か
り
け
れ
ハ
、
す
る
す
ミ
と
ハ
付
ら
れ
た
り
。
い
つ
れ
も
劣
ら
ぬ
名
馬
也
。平家
物
語
馬
平
家
物
語
一
の
谷
合
戦
の
段
に
、
新
中
納
言
知
盛
の
h
ハ
、
そ
こ
を
ハ
つ
と
に
げ
の
び
て
、
く
つ
き
や
う
の
息
な
か
き
名
馬
に
ハ
乗
給
ひ
ぬ
。
海
の
お
も
て
廿
四
町
お
よ
か
せ
て
、
大
臣
殿
の
御
舟
へ
そ
参
ら
れ
け
る
。
舟
に
ハ
人
お
ほ
く
取
乗
て
、
馬
立
へ
き
や
う
も
な
か
り
け
れ
ハ
、
馬
を
ハ
な
ぎ
さ
へ
お
つ
か
へ
さ
る
。
阿
波
の
民
部
重
能
、
御
馬
か
た
き
の
物
に
な
り
候
な
ん
す
、
射
こ
ろ
し
候
ハ
ん
と
て
、
か
た
手
矢
は
げ
て
出
け
れ
ハ
、
新
中
な
こ
ん
、
た
と
ひ
な
ん
の
物
に
も
な
ら
ハ
な
れ
、
只
今
わ
か
命
た
す
け
た
ら
ん
す
る
物
を
、
有
へ
う
も
な
し
と
の
給
へ
ハ
、
力
を
よ
ハ
で
射
さ
り
け
り
。
此
馬
、
主
の
別
を
を
し
ミ
つ
ゝ
、
し
は
し
ハ
舟
を
は
な
れ
も
や
ら
ず
、
沖
の
か
た
へ
お
よ
き
け
る
が
、
し
だ
い
に
遠
く
な
り
け
れ
ハ
、
む
な
し
き
汀
へ
お
よ
き
か
へ
り
、
足
立
程
に
も
成
し
か
ハ
、
猶
舟
の
方
を
か
へ
り
ミ
て
、
二
三
度
ま
て
こ
そ
い
な
ゝ
き
け
れ
。
其
後
陸
に
あ
が
つ
て
や
す
ミ
居
た
り
け
る
を
、
河
越
（
小
）
太
郎
重
房
取
て
、
院
へ
参
ら
せ
た
り
。
も
と
も
此
馬
、
院
の
御
秘
蔵
に
て
、
一
の
御
馬
や
に
立
ら
れ
た
り
し
を
、
一
と
せ
む
ね
盛
公
、
内
大
臣
に
な
り
て
よ
ろ
こ
ひ
申
の
有
し
時
、
く
た
し
給
ら
れ
た
り
し
を
、
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弟
中
納
言
に
あ
つ
け
ら
れ
た
り
し
か
ハ
、
あ
ま
り
に
ひ
さ
う
し
て
、
此
馬
の
い
の
り
の
為
に
と
て
、
毎
月
朔
日
こ
と
に
、
泰
山
府
君
を
そ
ま
つ
ら
れ
け
る
。
其
ゆ
ゑ
に
や
、
馬
の
い
き
も
な
か
う
、
主
の
命
を
も
た
す
け
け
る
。
此
馬
も
と
ハ
、
し
な
の
の
国
井
上
た
ち
に
て
有
け
れ
ハ
、
井
上
く
ろ
と
そ
め
さ
れ
け
る
。
今
度
河
越
か
取
て
院
へ
ま
ゐ
ら
せ
た
り
け
れ
ハ
、
河
越
黒
と
そ
め
さ
れ
け
る
。
馬　
大
夫
黒　
人
事
智
恩
類
に
見
え
た
り
狐
城
四
郎
長
茂
〈
本
名
資
茂
〉
者
、
鎮
守
府
将
軍
維
茂
〈
貞
盛
朝
臣
　
　
ノ
弟
也
〉
男
。
出
羽
城
介
繁
茂
、
七
代
裔
孫
也
。
維
茂
男
、
敢
　
　
ノ 
　
　
ノ 
　
　
ノ
不 
耻 
上
古 
之
間
、
時
人
感 
之
将
軍
宣
旨
以
前
、

押
而
称 
　
　
ノ 
　
　
ノ 
　
　
ニ
将
軍 
〔
中
略
〕
繁
茂
生
而
則
逐
電
。

乍 
含 
悲
歎 

経 
四
箇
　
　
ス 
　
　
ヲ
年 
依 
夢
想
告 
捜 
求
之 
処
、
於 
狐
塚 
尋 
得
之 
持 
来
　
　
ノ
于
家 
其
狐
、
令 
変 
老
翁 
忽
然
来
、

授 
刀

抽　

櫛
等
於
　
　
テ 
ヌ
キ
タ
ル 
　
　
ヲ
嬰
児 

於 
翁
深
処 
令 
密
音 
云
、
可 
為 
日
本
国
主 

於 
今
　
　
ニ 
　
　
ノ 　
　
ト
（
者
）、
不 
可 
至 
其
位 
嬰
児
者
、
則
繁
茂
也
。
長
茂
継 
遺
跡 
彼
刀
令 
帯 
之
。
東
鑑
※
文
治
四
年
九
月
十
四
日
の
記
事
。
鹿
建
久
四
年
五
月
廿
七
日
未
明
、
催 
立
勢
子
等 
終
日
有 
御
狩 
〔
中
略
〕
爰
無
双
大
鹿
一
頭
、
走 
来
于
御
駕
前 
工
藤
庄
司
景
　
　
ノ 
　
　
ノ
光
〈
着



作
与
美
水
干


、
駕



鹿
毛
馬



〉、
兼
有 
御
馬
左
　
　
ノ 　
　
ノ
方 
此
鹿
者
、
景
光
分
也
。
可 
射 
取
之 
由
申 
請
之 
被 
仰 
　
　
ノ
可 
然
之
旨 
本
自
究
竟
之
射
手
也
。
人
皆
扣 
駕
見 
之
。
景
光
h
、
ヨ
リ
相
開
、
而
通 
懸
于
弓
手 

発 
射
一
矢 
不 
令 
中
。
鹿
抜 　

一
　
　
ニ 
　
　
ン
ス
段
許
之
前 
景
光
押
懸
打 
鞭
、
二
三
矢
又
以
同
前
、　

鹿
入 
　
　
テ 
　
　
ニ
シ
テ 　
　
ハ

本
山 
畢
。
景
光
棄 
弓
、
安 　


駕
云
、
景
光
十
一
歳　

以
来
、
　
　
ノ 　
　
ニ 
　
　
シ
テ 　
　
カ 
　
　
ヨ
リ
以 
狩
猟 
為 
業
、
而
已
七
旬
余
、

莫 
未 
獲 
弓
手
物 

而
今
　
　
ニ 　
　
リ 
　
　
タ 
　
　
ノ 　
　
ヲ
心
神
惘
然



太
迷
惑
。

是
則
為 
山
神
駕 
之
条
、
無 
疑
歟
。
　
　
ト
シ
テ 　
　
タ 
　
　
ス 
　
　
ル 
　
　
ノ 　
　
シ
運
命
縮
畢
。
後
日
諸
人
、
可 
思
合
云
（
云
）。
各
又
成 
奇
異
思 
　
　
リ
之
処
、
晩
鐘
之
程
、
景
光
発 
病
。
東
鑑　

仁
田
四
郎
か
大
猪
を
獲
た
り
　
　
ス 　
　
ヲ
し
と
い
ふ
こ
と
、
東
鑑
に
見
え
す
。
疑
ふ
ら
く
ハ
景
光
が
事
を
誤
伝
え
た
る
も
の
か
。
馬
建
久
四
年
七
月
廿
四
日
、
横
山
権
守
時
広
引 
一
疋
　
　
ノ

異
馬 

参 
　
　
ヲ
按
―　　―52
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営
中 
将
軍
頼
朝
、
覧 
之
、
有 
其
足
九 
〈
前
足
五
後
四
〉。
是
出 
来
于
所
領
淡
路
国
、々
分
寺
辺
之 
由
、
去
五
月
之
比
、
依 
有
 
告
、
乍 
怪
召 
寄
之 
旨
、
言
上
。
仰 
左
近
将
監
家
景 
可 
被
 
放 
遣
陸
奥
国
外
浜 
云
云
。
○
同
五
年
六
月
十
日
記
云
。
去
年
横
山
権
守
時
広
、
所 
献
之
異
馬
、
被 
流 
遣
奥
州 
（
之
処
）、
件
　
　
ノ
男
〈
皇
后
宮
大
進
為
宗
家
人
、
号


源
五
七
郎


〉、
併
有 
煩 
於
途
中 
射 
殺
之 

縡
則
顕
露
、
身
早
逐
電
。

仰 
主
人 
被 
尋
コ
ト 
ア
ラ
ハ
レ
テ 
　
　
ハ 
　
　
ス
下 
之
処
、
近
曾
適
召 
進
之 
東
鑑
馬
建
久
六
年
六
月
廿
八
日
、
将
軍
家
頼
朝
、
令 
著 
御
于
美
濃
国
青
波
賀
駅 
〔
中
略
〕
爰
稲
毛
三
郎
重
成
妻
〈
北
条
殿
息
女
〉、
於 
武
蔵
国 
病
悩
太
危
急
之
由
、
飛
脚
到
著
。
仍
欲 
馳
下
。
将
軍
賜 
駿
馬
一
疋 
〈
黒
〉。
重
成
則
駕 
之
、
揚 
鞭
。
同
七
月
一
日
記
云
。
今
日
稲
毛
三
郎
重
成
、
馳 
付
武
蔵
国 
恩
賜
馬
已
如 
龍
。
仍
　
　
ノ 
　
　
ニ

号 
三
日
黒 

東
鑑
　
　
ク 
　
　
ト
猟
犬

正
治
三
年
九
月
十
八
日
記
云
、
左
金
五
頼
家
、
令 
飼 
犬
給
之
間
、
※
各
被 
定 
其
飼
口 
毎
日
被 
結
番 
之
。
皆
是
為 
事 
狩
猟 
之
　
　
セ
輩
也
。
件
御
簡
被 
置 
石
壷 

一
番
小
笠
原
弥
太
郎
・
細
野
兵
フ
タ 
　
　
ノ 　
　
ニ
衛
尉
、
二
番
中
野
五
郎
・
工
藤
十
郎
、
三
番
比
企
弥
四
郎
・
本
間
源
太
。
東
鑑
※
建
仁
元
年
の
誤
記
。
猿
寛
元
三
年
四
月
廿
一
日
、
左
馬
頭
入
道
正
義
、
自 
美
作
国
領
所 
称 
将
来
之
由 
献 
猿
於
御
所 
彼
猿
舞
踏


如 
人
倫 
大
殿
ヲ
ト
ル
コ
ト
頼
経
、（
並
）
将
軍
家
頼
嗣
、
召 
覧
于
御
前 
為 
希
有
事 
之
旨
、
及 
御
沙
汰 
教
隆
云
、
是
非 
直

之
事 
歟
。
東
鑑
タ
タ
馬
深
山
路
将
軍
頼
経
之
馬
、
賜


若
狭
前
司
泰
村

。
寛
元
四
年
八
月
十
五
日
、
鶴
岳
神
事
、
流
鏑
馬
之
時
、
舎
弟
家
村
、
所


騎
之
名
馬
也
。
東
鑑
ニ
見
タ
リ
。
虎
今
ハ
む
か
し
、
つ
く
し
の
人
あ
き
な
ひ
に
新
羅
に
わ
た
り
け
る
が
、
あ
き
な
ひ
は
て
ゝ
帰
ミ
ち
に
、
山
に
ね
に
そ
ひ
て
、
船
に
水
汲
入
（
マ
マ
の
）
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ん
と
て
、
水
の
な
か
れ
出
た
る
所
に
船
を
と
ゝ
め
て
水
を
汲
。
そ
の
程
、
船
に
の
り
た
る
も
の
、
船
ば
た
に
ゐ
て
、
う
つ
ぶ
し
て
海
を
ミ
れ
ハ
、
山
の
影
う
つ
り
た
り
。
高
き
き
し
の
三
四
十
丈
は
か
り
あ
ま
り
た
る
上
に
、
虎
つ
ゝ
ま
り
居
て
、
も
の
を
う
か
ゞ
ふ
。
其
か
け
、
水
に
う
つ
り
た
り
。
そ
の
時
に
人
々
に
つ
げ
て
、
水
く
む
も
の
を
い
そ
ぎ
よ
び
の
せ
て
、
手
ご
と
に
艪
を
お
し
た
て
ゝ
、
い
そ
き
て
船
を
い
だ
す
。
そ
の
時
に
、
と
ら
お
ど
り
お
り
て
舟
に
の
る
に
、
舟
ハ
と
く
い
づ
。
虎
ハ
お
ち
く
る
ほ
と
の
あ
り
け
れ
ハ
、
今
一
丈
は
か
り
を
、
え
お
ど
り
つ
か
で
、
海
に
お
ち
い
り
ぬ
。
船
を
こ
ぎ
て
い
そ
ぎ
て
行
ま
ゝ
に
、
こ
の
虎
に
目
を
か
け
て
見
る
。
し
ば
し
斗
あ
り
て
、
と
ら
、
海
よ
り
い
て
き
ぬ
。
お
よ
ぎ
て
く
が
さ
ま
に
の
ぼ
り
て
、
汀
に
ひ
ら
な
る
石
の
う
へ
に
の
ほ
る
を
ミ
れ
ハ
、
左
の
ま
へ
あ
し
を
、
ひ
ざ
よ
り
か
ミ
食
き
ら
れ
て
血
あ
ゆ
。
鰐
に
く
ひ
き
ら
れ
た
る
也
け
り
と
見
る
程
に
、
そ
の
き
れ
た
る
所
を
水
に
ひ
た
し
て
ひ
ら
か
り
お
る
を
、
い
か
に
す
る
に
か
と
見
る
程
に
、
沖
の
方
よ
り
、
わ
に
、
と
ら
の
か
た
を
さ
し
て
く
る
と
見
る
ほ
と
に
、
と
ら
、
右
の
ま
へ
あ
し
を
も
つ
て
、
わ
に
の
頭
に
つ
め
を
う
ち
た
て
ゝ
、
く
が
さ
ま
に
な
げ
あ
ぐ
れ
ハ
、
一
丈
斗
浜
に
な
け
あ
け
ら
れ
ぬ
。
の
け
さ
ま
に
な
り
て
、
ふ
た
め
く
。
お
と
か
ひ
の
下
を
、
お
と
り
か
ゝ
り
て
食
て
、
二
た
び
三
た
び
ば
か
り
う
ち
ふ
り
て
、
な
ん 
と
な
し
て
、
か
た
に
う
ち
か
け
て
、
手
を
た
て
た
る
や
う
な
る
岩
の
五
六
丈
あ
る
を
、
三
の
足
を
も
ち
て
、
く
た
り
坂
を
は
し
る
が
こ
と
く
の
ぼ
り
て
ゆ
け
ハ
、
船
の
う
ち
な
る
も
の
共
、
こ
れ
が
し
わ
さ
を
見
る
に
、
な
か
ら
ハ
死
い
り
ぬ
。
船
に
飛
か
ゝ
り
た
ら
ま
し
か
ハ
、
い
ミ
し
き
剣
刀
を
ぬ
き
て
あ
ふ
と
も
、
か
ば
か
り
ち
か
ら
つ
よ
く
、
は
や
か
ら
ん
に
ハ
、
何
わ
さ
を
す
へ
き
と
思
ふ
に
、
肝
心
う
せ
て
、
船
こ
く
そ
ら
も
な
く
て
な
ん
、
つ
く
し
に
ハ
帰
り
け
る
と
か
や
。
宇
治
拾
遺
（
物
語
）
犬
相
摸
入
道
、
ア
ル
時
、
庭
前
ニ
犬
共
集
テ
、
]
合
ケ
ル
ヲ
見
テ
、
面
白
キ
事
ニ
思
ヒ
、
是
ヲ
愛
ス
ル
事
、
骨
髄
ニ
入
レ
リ
。
則
、
諸
国
ヘ
相
触
テ
、
或
ハ
正
税
・
官
物
ニ
募
リ
テ
犬
ヲ
尋
、
或
ハ
権
門
高
家
ニ
仰
テ
、
是
ヲ
求
ケ
ル
間
、
国
々
ノ
守
護
国
司
、
所
々
ノ
一
族
大
名
、
十
匹
二
十
匹
飼
立
テ
、
鎌
倉
ヘ
引
進
ス
。
是
ヲ
飼
ニ
魚
―　　―54
―　　―
鳥
ヲ
以
テ
シ
、
是
ヲ
維
ク
ニ
金
銀
ヲ
鏤
ム
。
其
弊
甚
多
シ
。
輿
ニ
ツ
ナ
ノ
セ
テ
路
次
ヲ
過
ル
日
ハ
、
道
ヲ
急
ク
行
人
モ
馬
ヨ
リ
下
テ
是
ニ
跪
キ
、
農
ヲ
勤
ル
里
民
モ
、
夫
ニ
被 
執
テ
是
ヲ
舁
。
如


此
賞
玩
不


軽
ケ
レ
ハ
、
肉
ニ
飽
キ
、
錦
ヲ
著
タ
ル
奇
犬
、
鎌
倉
中
ニ
充
満
シ
テ
、
四
五
千
匹
ニ
及
ヘ
リ
。
月
ニ
十
二
度
、
大
合

セ
ノ
日
ト
（
マ
マ
犬
）
テ
被 
定
シ
カ
ハ
、
一
族
大
名
、
御
内
外
様
ノ
人
々
、
或
ハ
堂
上
ニ
坐
ヲ
列
ネ
、
或
ハ
庭
前
ニ
膝
ヲ
屈
シ
テ
見
物
ス
。
于


時
両
陣
ノ
犬
共
ヲ
、
一
二
百
匹
宛
放
シ
合
セ
タ
リ
ケ
レ
ハ
、
入
違
追
合
テ
、
上
ニ
成
下
ニ
成
、
合
声
、
天
ヲ
響
シ
地
ヲ
動
ス
。
心
ナ
キ
人
ハ
是
ヲ
見
テ
、
ア
ラ
面
白
ヤ
、
只
戦
ニ
雌
雄
ヲ
決
ス
ル
ニ
不 
異
ト
思
ヒ
、
智
ア
ル
人
ハ
是
ヲ
聞
テ
、
ア
ナ
忌
々
シ
、
偏
ニ
郊
原
ニ
尸
ヲ
争
ニ
似
タ
リ
ト
悲
メ
リ
。
見
聞
ノ
准
フ
処
、
耳
目
雖


異
、
其
前
相
皆
闘
諍
死
亡
ノ
中
ニ
ア
リ
テ
、
浅
猿
シ
カ
リ
シ
挙
動
也
。
太
平
記
フ
ル
マ
ヒ
馬
建
武
ノ
初
、
佐
々
木
塩
冶
判
官
高
貞
カ
許
ヨ
リ
、
龍
馬
ナ
リ
ト
テ
月
毛
ノ
三
寸
計
ナ
ル
ヲ
引
進
ス
。
其
相
形
ケ
ニ
モ
尋
常
ノ
馬
ニ
異
也
、
骨
挙
リ
、
筋
太
ク
シ
テ
、
脂
肉
短
シ
。
頸
ハ
鶏
ノ
如
ニ
シ
テ
、
須
弥
ノ
髪
膝
ヲ
過
、
背
ハ
龍
ノ
如
ニ
シ
テ
、
四
十
二
ノ
辻
毛
巻
テ
、
背
筋
ニ
連
レ
リ
。
両
ノ
耳
ハ
竹
ヲ
Rソイ

テ
直
天
ヲ
指
シ
、
双
ノ
眼
ハ
　
　
ニ
鈴
ヲ
懸
テ
地
ニ
向
フ
如
シ
。
今
朝
ノ
卯
刻
ニ
出
雲
ノ
富
田
ヲ
立
テ
、
酉
剋
ノ
始
ニ
京
著
ス
。
其
道
已
ニ
七
十
六
里
、
鞍
ノ
上
閑
ニ
シ
テ
、
徒
ニ
坐
セ
ル
カ
如
シ
。
然
共
、
旋
風
面
ヲ
撲
ニ
不


堪
ト
ソ
奏
シ
ケ
ル
。
則
左
馬
寮
ニ
被 
預
、
天
下
一
ノ
馬
乗
ト
聞
ヘ
シ
本
間
孫
四
郎
ヲ
被


召
テ
被


乗
ニ
、
半
漢
雕
梁
甚
不


尋
常

、
四
蹄
ヲ
縮
レ
ハ
双
六
盤
ノ
上
ニ
モ
立
チ
、
一
鞭
ヲ
当
レ
ハ
十
丈
ノ
堀
ヲ
越
ツ
ヘ
シ
。
誠
ニ
天
馬
ニ
非
ハ
斯
ル
駿
足
ハ
難


有
ト
テ
、
叡
慮
更
ニ
類
無
ケ
リ
。
或
時
主
上
〈
後
醍
醐
〉
左
馬
寮
ニ
幸
成
テ
、
諸
h
ニ
コ
ノ
馬
ノ
吉
凶
ヲ
問
セ
給
フ
ニ
、
洞
院
ノ
相
国
ハ
穆
王
八
駿
ノ
古
事
ヲ
引
テ
嘉
瑞
也
ト
被


申
。
其
後
中
納
言
藤
房
h
ニ
御
尋
有
ケ
レ
ハ
、
藤
房
h
ハ
漢
ノ
文
帝
ノ
時
、
千
里
ヲ
行
馬
ヲ
献
ス
ル
者
ア
リ
シ
ニ
、
朕
吉
ニ
行
日
ハ
三
十
里
凶
ニ
行
日
ハ
五
十
里
、
鸞
輿
在


前
、
属
車
在


後
、
朕
独
乗


千
里
駿
馬

、
将
安
之
乎
ト
宣
シ
事
ヲ
引
テ
、
コ
ノ
馬
王
者
ニ
用
ナ
シ
。
コ
レ
ヲ
愛
シ
玉
ハ
ン
ハ
不
吉
ノ
兆
ナ
リ
ト
奏
セ
ラ
シ
カ
、
果
シ
テ
明
年
天
下
大
ニ
乱
テ
、
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足
利
殿
ヲ
支
ン
ト
テ
義
貞
朝
臣
尾
張
ノ
国
ニ
御
坐
シ
ケ
ル
ヲ
、
急
上
洛
ス
ベ
シ
ト
テ
匹ヒキ
他
九
郎
ヲ
勅
使
、
コ
ノ
龍
馬
ヲ
給
テ
早
馬
ニ
タ
打
ケ
ル
カ
、
此
馬
ニ
テ
ハ
四
五
日
ノ
道
ヲ
モ
一
日
ニ
ハ
輙
ク
打
帰
ラ
ン
ス
ラ
ン
ト
思
ケ
ル
ニ
、
ゲ
ニ
モ
十
二
月
十
九
日
〈
建
武
二
年
〉
十
九
日
ノ
辰
ノ
剋
ニ
京
ヲ
立
テ
、
其
日
ノ
午
ノ
刻
ニ
近
江
国
愛
智
エ
川
ノ
宿
ニ
ソ
著
タ
リ
ケ
ル
ガ
、
彼
龍
馬
俄
ニ
病
出
シ
テ
、
軈
テ
死
ケ
ル
コ
ソ
不
思
議
ナ
レ
。
太
平
記
摘
要
鼠
白
河
院
ノ
御
宇
ニ
、
江
ノ
帥
匡
房
ノ
兄
ニ
、
三
井
寺
ノ
頼
豪
僧
都
ト
テ
、
貴
キ
人
有
ケ
ル
ヲ
被 
召
、
皇
子
御
誕
生
ノ
御
祈
ヲ
ソ
被


仰
付


ケ
ル
。
頼
豪
勅
ヲ
奉
テ
、
肝
胆
ヲ
砕
テ
祈
請
シ
ケ
ル
ニ
、
承
保
元
年
十
二
月
十
六
日
、
皇
子
御
誕
生
ア
リ
テ
ケ
リ
。
帝
叡
感
ノ
余
ニ
、
御
祈
ノ
勧
賞
宜
依


請
ト
被


宣
下
、


頼
豪
年
来
ノ
所
望
ナ
リ
ケ
レ
ハ
、
他
ノ
官
禄
一
向
是
ヲ
閣
テ
、
園
城
寺
ノ
三
摩
耶
戒
壇
造
立
ノ
勅
許
ヲ
ソ
申
賜
ケ
ル
。
山
門
又
是
ヲ
聴
テ
款
状
ヲ
捧
テ
禁
庭
ニ
訴
ヘ
、
先
例
ヲ
引
テ
停
廃
セ
ラ
レ
ン
ト
奏
シ
ケ
レ
ハ
、
〔
中
略
〕
無


力
三
摩
耶
戒
壇
造
立
ノ
勅
裁
ヲ
被


召
返


ケ
ル
。
頼
豪
是
ヲ
怒
テ
、
百
日
ノ
間
髪
ヲ
モ
不


剃
爪
ヲ
モ
不


切
、
炉
壇
ノ
煙
ニ
フ
ス
ホ
リ
、
瞋
恚
ノ
炎
ニ
骨
ヲ
焦
シ
テ
、
我
願
ハ
即
身
ニ
大
魔
縁
ト
成
テ
玉
体
ヲ
悩
シ
奉
リ
、
山
門
ノ
仏
法
ヲ
滅
ン
ト
云
フ
悪
念
ヲ
発
シ
テ
、
遂
ニ
三
七
日
カ
中
ニ
壇
上
ニ
シ
テ
死
ニ
ケ
リ
。
其
怨
霊
果
シ
テ
邪
毒
ヲ
ナ
シ
ケ
レ
ハ
、
頼
豪
カ
祈
出
奉
シ
皇
子
、
未
御
母
后
ノ
御
膝
ノ
上
ヲ
離
サ
セ
給
ハ
テ
、
忽
ニ
御
隠
有
ケ
リ
。
〔
中
略
〕
其
後
頼
豪
カ
亡
霊
、
忽
ニ
鉄
ノ
牙
石
ノ
身
ナ
ル
八
万
四
千
ノ
鼠
ト
成
テ
比
叡
山
ニ
登
リ
、
仏
像
経
巻
ヲ
]
破
ケ
ル
間
、
是
ヲ
防
ニ
無


術
シ
テ
、
頼
豪
ヲ
一
社
ノ
神
ニ
崇
メ
テ
其
怨
念
ヲ
鎮
。
鼠
ノ
禿
倉
是
也
。
太
平
記
猿
山
門
ニ
ハ
、
西
坂
ニ
軍
ア
ラ
ハ
本
院
ノ
鐘
ヲ
ツ
キ
、
東
坂
本
ニ
合
戦
ア
ラ
ハ
生
源
寺
ノ
鐘
ヲ
鳴
ス
ベ
シ
ト
、
方
々
ノ
約
束
ヲ
定
タ
リ
ケ
ル
。
爰
ニ
六
月
廿
日
〈
延
元
元
年
〉
ノ
早
旦
ニ
、
早
尾
ノ
社
ノ
猿
共
数
群
来
テ
、
生
源
寺
ノ
鐘
ヲ
東
西
両
塔
ニ
響
渡
ル
程
ニ
コ
ソ
撞
タ
リ
ケ
レ
。
諸
方
ノ
官
軍
、
九
院
ノ
衆
徒
是
ヲ
聞
テ
、
ス
ハ
ヤ
―　　―56
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相
図
ノ
鐘
ヲ
鳴
ス
。
サ
ラ
ハ
攻
口
ヘ
馳
向
テ
防
ン
ト
テ
、
我
劣
ラ
シ
ト
渡
リ
合
フ
。
東
西
ノ
寄
手
此
形
勢
ヲ
見
テ
、
山
ヨ
リ
逆
寄
ニ
ヨ
ス
ル
ソ
ト
心
得
テ
、
水
飲
・
今
路
・
八
瀬
・
藪
里
・
志
賀
・
唐
崎
・
大
津
・
松
本
ノ
寄
手
共
、
楯
ヨ
物
具
ヨ
ト
、
周
章
物
メ
キ
ケ
ル
故
、
官
軍
コ
レ
ニ
利
ヲ
得
テ
、
山
上
・
坂
本
ノ
勢
十
万
余
騎
、
木
戸
ヲ
開
、
逆
木
ヲ
引
ノ
ケ
テ
打
テ
出
タ
リ
ケ
ル
。
太
平
記
　
　
モ
犬
畑
六
郎
左
衛
門
時
能
ト
申
人
ハ
、
武
蔵
国
ノ
住
人
ニ
テ
ア
リ
ケ
ル
カ
、〔
中
略
〕
謀
巧
ニ
シ
テ
人
ヲ
眤
ビ
、
気
健
ニ
シ
テ
心
不


撓
ケ
レ
ハ
、
戦
場
ニ
臨
ム
コ
ト
ニ
敵
ヲ
靡
ケ
、
堅
ニ
当
ラ
ス
ト
云
事
ナ
シ
。
サ
レ
ハ
物
ハ
以


類
聚
ル
習
ナ
レ
ハ
、
彼
カ
甥
ニ
所
大
夫
房
快
舜
ト
テ
少
シ
モ
不



劣
悪
僧
ア
リ
。
又
中
間
ニ
悪
八
郎
ト
テ

唇
　
　
ナ
ル
大
力
有
ア
リ
。
又
犬
獅
子
ト
名
ヲ
付
タ
ル
不
思
議
ノ
犬
イ
ク
チ
一
疋
有
ケ
リ
。
此
三
人
ノ
者
共
、
闇
ニ
ダ
ニ
ナ
レ
ハ
、
或
ハ
帽
子
冑
ニ
鎖
ヲ
著
テ
足
軽
ニ
出
立
時
モ
ア
リ
。
或
ハ
大
鎧
ニ
七
ツ
物
持
ク
サ
リ
時
モ
ア
リ
。
様
　々
質　
ヲ
替
テ
敵
ノ
向
城
ニ
忍
入
。
先
ツ
件
ノ
犬
ヲ
カ
タ
チ
先
立
テ
、
城
ノ
用
心
ノ
様
ヲ
伺
フ
ニ
、
敵
ノ
用
心
密
ク
テ
難 
伺
 
隙
時
ハ
、
此
犬
一
吠
々
テ
走
出
、
敵
ノ
寝
入
、
夜
廻
リ
モ
止
時
ハ
、
走
出
テ
主
ニ
向
テ
尾
ヲ
振
テ
告
ケ
ル
間
、
三
人
共
ニ
此
犬
ヲ
案
内
者
ニ
テ
£
ヲ
ノ
リ
越
、
城
ノ
中
ヘ
打
入
テ
、
叫
喚
テ
縦
横
無
礙
ニ
ケ
切
テ
廻
リ
ケ
ル
間
、
数
千
ノ
敵
軍
驚
騒
テ
、
城
ヲ
被


落
ヌ
ハ
無
リ
ケ
リ
。
太
平
記
二
十
二
牛
怪　
神
仏
寺
ノ
部
ニ
ア
リ
鼠
清
盛
左
衛
門
佐
タ
リ
シ
時
、
大
内
ニ
テ

　
ノ
声
ヲ
ナ
ス
化
鳥
ヲ
ト
ヌ
エ
ル
。
是
毛
シ
ユ
ウ
ト
云
モ
ノ
也
。
鼠
ノ
唐
名
也
。
博
士
ノ
占
ニ
、
清
盛
取
止
ル
コ
ト
吉
祥
也
ト
。
南
台
ノ
竹
ヲ
召
シ
、
中
ニ
籠
テ
清
水
寺
ノ
岡
ニ
ウ
ツ
マ
レ
タ
リ
。
御
悩
ノ
時
、
勅
使
立
テ
宣
命
ヲ
含
ル
時
、
毛
シ
ユ
ウ
一
竹
カ
塚
ト
云
フ
是
也
。（
源
平
）
盛
衰
記
馬
い
つ
れ
の
摂
禄
の
御
時
に
か
、
東
三
条
に
て
雲
分
と
い
ふ
あ
が
　
　
ケ
り
馬
を
の
ら
れ
け
る
に
、
中
門
の
廊
の
中
に
つ
ま
が
た
を
つ
け
て
、
モ
ン
車
よ
せ
の
戸
の
そ
と
へ
と
び
出
た
り
け
り
。
そ
の
あ
し
跡
を
、
な
う
し
な
ひ
そ
と
お
ほ
せ
ら
れ
て
、
近
く
ま
で
侍
り
け
る
と
か
や
。
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『
故　
事　
部　
類　
抄
』（
九
）
―
―
曲
亭
叢
書
―
―
翻刻
（
古
今
）
著
門
集
巻
十
鼠
勝
仙
院
在 
頂
法
寺
之
中 
天
台
宗
而
為


聖
護
院
之
先
達

。
古
　
　
ニ
所
謂

　

木
坊
、
是
也
。〔
中
略
〕
慶
長
年
中
、
住
僧
玄
秀
時
、
一
ナ
ギ 
ノ 
　
　
ノ
夜
、
鼠
咬 
不
動
左
膝 
秀
戯
謂 
不
動
像 
曰
、
明
王
有 
諸
魔
　
　
ノ 
　
　
ノ
降
伏
之
徳 
今
不 
能 

伏
一
鼠 
翌
朝
秀
詣 
像
前 
忽
見 
利
剣
之
貫 
一
鼠 
秀
驚
歎
信
服
。

至 
今
不
動
之
霊
験
間
有 
之
云
。
　
　
ス
雍
州
府
志
浅
草
怪
牛　
出


寺
門



（
マ
マ
）
（
し
ば
た　
み
つ
ひ
こ　
　
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
研
究
員
）
（
た
に
わ
き　
ま
さ
ち
か　
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）　
（
き
ら　
す
え
お　
　
　
　
早
稲
田
大
学
文
学
学
術
院
教
授
）　
（
は
り
も
と　
し
ん
い
ち　
大
東
文
化
大
学
教
授
）　
　
　
　
　
（
ふ
た
ま
た　
じ
ゅ
ん　
　
明
治
大
学
非
常
勤
講
師
）　
　
　
　
（
お
ざ
わ　
え
り
こ　
　
　
港
区
立
港
郷
土
資
料
館　
文
化
財
保
護
調
査
員
）
（
す
ず
き　
え
り
な　
　
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
学
生
）　
　
　
―　　―58
